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1　事業の概要

30年度

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

１

30年度
決算額

98,078 千円

職員数 31.00 人

shokusei@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 動物愛護管理対策事業

部局 健康福祉部 課・室 食品・生活衛生課

実施期間 H25 E-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標 県民一人当たり家計可処分所得

総合的に展開する
重点政策

4-4 生命・生活リスクの軽減

事業番号 05 10 03

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況

予
算
額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

人と動物が共生する潤い豊かな社会の実現を目指し、動物愛護の普及啓発の推進と適正な飼養管理の推進を図る。
動物介在活動を通じ、困難を抱える子どもを支援する。

（主な実施内容：動物介在活動(ハローアニマルこどもサポート含む）、しつけ方教室の実施　　　　　　など）

Aの
財源

　一般財源

　国庫支出金

441 未達成

　その他
③

現状
(予算編成時)

犬猫の譲渡率は前年度63.9%から73.4％に上昇し、その結果、保健所における犬猫処分頭数は前年度の
797頭から454頭と大きく減少し、動物愛護管理推進計画が順調に進行している。一方、動物ふれあい事業
の開催回数は昨年度を上回ったが（H27年487回、H28年536回）、1回ごとの参加者が少なかったため、参
加人数が目標値に達しなかった。
平成12年より動物愛護センターで実施しているハローアニマルこどもサポートプログラムは前年度33名の不
登校児童生徒を受け入れた。

当初予算
No 成果指標 29年度

達成状況

　県　債
② 動物ふれあい事業の参加者人数

89,764 91,225

1,000
8,464 未達成

105,506

105,506

103,988

-389 

103,599

5,672

15,742 5,702
33 達成

 概算人件費 （Ｃ）

 概算事業費（B（A）+C）

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

98,293 98,078

31.00 31.00

251,162

349,455

254,758

352,836

32.00

262,976

440,480

目標に対する

成果の状況

犬猫の致死処分頭数は456頭であり、前年の処分頭数を15頭上回ったが、平成26年度以降は動物愛護管理推進計画で設定
する目標値に達している。致死処分頭数には負傷動物の収容中死亡等も含まれていることなどから、平成28年度以降は横ば
い状態となっている。動物ふれあい事業の参加者人数は目標値には達成しなかったが、前年度に比べて904人増加した。ハ
ローアニマルこどもサポートの参加者人数は41人で、延べ256回256人が参加した。

今後、事業を
どのようにし
ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

動物の愛護及び管理に関する法律に基づき長野県動物愛護
管理推進計画を定め各施策を推進しており、現時点までに計
画による目標は概ね達成している。

国が法及び基本指針の改正を検討していることから、動向に注
視するとともに、改めて県内の現状を把握し、推進計画につい
て必要な見直しを行う。

２　今後の事業の方向性

No
プロジェクト

細事業名 30年度　実施内容（実績）
職員数 平成30年度 令和元年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

①動物愛護管理推進計画で平成35年度までに致死処分頭数を平
成１８年度比８０％減を目指すこととしている。
②動物ふれあい事業は動物愛護の普及啓発の要となるため指標と
して設定した。
③ﾊﾛｰｱﾆﾏﾙこどもサポート事業拡充により、参加した児童生徒が在
家ではなく、外で活動できた指標となるため設定した。

備考

合計 31.00 103,988 98,078 177,504

動物愛護管理対策事業

狂犬病予防のための徘徊犬の保護抑留および返還
狂犬病予防および動物愛護管理技術研修会の実施
動物愛護フェスティバルの開催
動物愛護センターの運営
困難を抱える子ども達への動物介在活動を通じた支援

31.00 103,988 98,078 177,504

177,504

79,412

68,000

5,366

24,726

成果指標
設定理由

① 犬猫致死処分頭数

ハローアニマルこどもサポートプロ
グラムに参加した児童生徒の延べ
人数

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度

目標値

前年度を
下回る

10,000

前年度を
上回る

成果

456

9,368

41

令和元年度

177,504
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

05 10 03

29年度

動物愛護管理対策 動物愛護管理対策
直
接

狂犬病予防のための徘徊犬の保護抑留及び返還。狂犬
病予防及び動物愛護管理技術研修会の実施（1回）。
動物愛護推進員の委嘱（204名）

狂犬病予防のための徘徊犬の保護抑留及び返還。狂犬
病予防及び動物愛護管理技術研修会の実施（1回）。
動物愛護推進員の委嘱（204名）

計画通り
○

2,061 4,673 4,673 4,730

動物愛護管理対策 動物愛護フェスティバル
直
接

動物愛護フェスティバルの開催（動物愛護センター）
9月23日に動物愛護センター(小諸市）で動物愛護フェ
スティバルを開催

計画通り
○

900 0 0 0

動物愛護管理対策 保健所動物飼養管理委託
委
託

委託先（テスコ㈱）
土日、祝祭日における保健所内の犬・猫保護管理施設
の飼養管理(県内5保健所:佐久、上田、諏訪、飯田、
長野）(土日祝祭日数121日）

土日、祝祭日における保健所内の犬・猫保護管理施設
の飼養管理（県内4保健所：佐久、諏訪、飯田、長
野）の実施。

計画通り
○

- 3,267 3,267 3,130

犬等管理所運営事業 犬等管理所運営・犬等の収集運搬
委
託

保健所から犬等管理所までの犬猫の収集運搬（2コー
ス）。犬等管理所の運営管理（2か所）。委託先：朝
日ｻﾆﾀｰ(株)(管理所運営）、日本通運㈱（収集運搬）

保健所から犬等管理所までの犬猫の収集運搬（2コー
ス合計31回）。犬等管理所の運営管理（2か所計96
日）。委託先：朝日ｻﾆﾀｰ(株)(管理所運営）、日本通
運㈱（収集運搬）

計画通り
○

13,441 10,061 10,061 9,353

動物愛護センター事業 動物愛護センター運営
直
接

動物愛護の普及啓発。動物介在活動の実施。しつけ方
教室の実施（50回）。地域猫の活動支援。

動物愛護の普及啓発。動物介在活動の実施。しつけ方
教室の実施（59回）。地域猫の活動支援。

計画通り
○

44,040 29,085 28,910 25,711

動物愛護センター事業 動物飼養・施設管理委託
委
託

委託先（テスコ㈱）
動物の飼養管理、施設管理業務・施設保守点検業務

動物の飼養管理、施設管理業務・施設保守点検業務
計画通り

○
45,064 48,437 48,496 -389 47,378

動物愛護センター事業
困難を抱える子どもへの動物介在
活動

直
接

動物介在活動の実施、動物愛護センターの動物愛護活
動の紹介および動物とのふれあい、動物介在活動が実
施できる人材育成

県内4地域において、事業紹介実施（計48回）、人材
育成のための研修会の実施(計21回、実技5回含む）

計画通り
○

‐ 9,378 5,680 4,876

動物愛護センター事業
困難を抱える子どもへの動物介在
活動（子どもサポートセミナー委
託）

委
託

委託先（特定非営利活動法人長野県子どもサポートセ
ミナー）
子どもサポートセミナーの実施

県内4地域において、セミナーの実施（計48回）
計画通り

○
‐ 3,538 2,901 2,900

　

　

　

　

　

　

　

105,506 108,439 103,988 -389 98,078
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健康福祉部 食品・生活衛生課課・室動物愛護管理対策事業

30年度
実施
状況

部局
事業番号

事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）
当初
(千円)

要求
(千円)

合　　　　計

当初
(千円)

補正
(千円)

決算
(千円)

3

3

1

細事業
No

1

1

3

2

項目

実
施
方
法

30年度　実施内容（予定）


